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2019年度YBEC稼働実績

乳牛ふん尿 おから等 有機汚泥

家畜ふん尿等 １９，７５９ｔ ２２５ｔ ３，３８４ｔ

発電 受電 売電(FIT) YBEC使用量

発電等 1,258,804kWh 66,593kWh 306,055kWh 1,019,342kWh

堆肥製造 堆肥販売 液肥販売

堆肥・液肥販売量 ８，４６５ｔ ９，４８５ｔ ５，２２３ｔ

散布・流し込量・面積 液肥タンク等

液肥販売散布量内訳 ４，５７１ｔ １０１．２５ha ６５２ｔ

肉牛ふん尿

６，２２８ｔ

メタン発酵処理：２３，３６８t
堆肥処理



機械施用

液肥散布機

液肥流し込み
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地域の所得循環構造

注）消費＝民間消費＋一般政府消費、投資＝総固定資本形成（公的・民間）＋在庫純増（公的・民間） 7

注）石炭・原油・天然ガスは、本データ
ベースでは鉱業部門に含まれる。

注） エネルギー代金は、プラスは流出、マ
イナスは流入を意味する。

産業別付加価値額

生 産 支 出

地域外

消費

投資

域際収支

億円

億円

億円

付加価値額(十億円)

域際収支(十億円)

フローの経済循環

分 配

注） その他所得とは雇用者所得以外の所得であり、
財産所得、企業所得、税金等が含まれる。

（投資の約5.2％）

約15億円

民間投資の流出：

食料品、輸送用機械、公務、
製材・木製品、印刷、窯業・土
石製品、廃棄物処理業、林業、
その他の不動産業、金属製
品

所得の獲得：

（消費の約0.8％）

約10億円

民間消費の流入：

295

-123

1,191

その他所得（561億円）

雇用者所得（802億円）

南丹市総生産（/総所得/総支出）1,363億円【2013年】

1,576
移輸出

移輸入

1,699

夜間人口1人あたり所得
CO2排出量

再投資拡大

0 10 20 30

農業

林業

水産業

鉱業

食料品

繊維

パルプ・紙

化学

石油・石炭製品

窯業・土石製品

鉄鋼

非鉄金属

金属製品

一般機械

電気機械

輸送用機械

精密機械

衣服・身回品

製材・木製品

家具

印刷

皮革・皮革製品

ゴム製品

その他の製造業

建設業

電気業

ガス・熱供給業

水道業

廃棄物処理業

卸売業

小売業

金融・保険業

住宅賃貸業

その他の不動産業

運輸業

情報通信業

公務

公共サービス

対事業所サービス

対個人サービス

0

10

20

30

40

50

第１次産業 第2次産業 第3次産業

雇
用
者
所
得
（
十
億
円
）

0
5

10
15
20
25
30
35

第１次産業 第2次産業 第3次産業

そ
の
他
所
得
（
十
億
円
）

-40 -20 0 20 40 60 80

食料品

輸送用機械

公務

製材・木製品

印刷

窯業・土石製品

廃棄物処理業

林業

その他の不動産業

金属製品

水道業

家具

繊維

皮革・皮革製品

水産業

鉱業

ガス・熱供給業

精密機械

衣服・身回品

ゴム製品

パルプ・紙

非鉄金属

電気業

対個人サービス

住宅賃貸業

その他の製造業

一般機械

化学

小売業

金融・保険業

運輸業

石油・石炭製品

対事業所サービス

建設業

鉄鋼

電気機械

情報通信業

公共サービス

農業

卸売業

4.30 
3.76 3.64 3.61 

0.0
0.5
1.0
1.5
2.0
2.5
3.0
3.5
4.0
4.5
5.0

未入力 全国 京都府 同規模地域

（1万人以上

～5万人未満）

※三大都市圏

の平均

夜
間
人
口

1人
当
た
り
所
得
（
百
万
円

／
人

）

南丹市

112 118 

77 

0

20

40

60

80

100

120

140

産業部門 民生部門 運輸部門

部
門

別
C

O
2排

出
量

（
千

tC
O

2）

エネルギー代金の流出：

約80億円 （GRPの約5.8％）

石炭・原油・天然ガス：約3億円

石油・石炭製品：約47億円

電気：約24億円

ガス・熱供給：約5億円

⑫



FIT終了後のYBECバイオマス事業

• YBECは、RPSで売電を行ってきたことからFIT
に変る際RPS実施期間がカウントされ、８年余
りの令和３年１１月５日で終了することとなる。

• FITは、３９円/ｋW(バイオマス発電)であるが、

終了後は１桁の価格となり、現在２６０万円の収
益があるが、８００～１,０００万円の損失となる。

• 農畜産業系廃棄物を処理するバイオガス発電
は、排出事業者に処理経費を全て転嫁できな
いので、FIT終了後のバイオガス発電の運営が
厳しくなる。
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